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未来に伝えたい奈良市の食文化資源 

1. 伝統行事と食文化 

（１）春日若宮おん祭りと「のっぺい」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

奈良の冬の風物詩である「春日若宮おん祭」は、西暦 1136 年にはじまり今日にいたる

まで続いています。12月17日に行われるお渡り式は、行列の華やかな出で立ちが魅力で、

地元の住民はもちろん、多くの観光客が見学に訪れます。 

 行列の内容は、日使（ひのつかい）のように平安時代よりあるもの、大名行列のように江

戸時代になってから加わったものと、時代を追って変遷を遂げており、装束の種類の多さも

祭を彩る魅力のひとつといえるでしょう。 

 お渡り式に先立って餅飯殿町で行われる大宿所祭では、大釜で「のっぺい」が炊きだされ

参詣者にふるまわれます。大和の「のっぺい」は、大根、人参、ごぼう、ドロイモ（里芋）、

厚揚げの五品（こんにゃく、椎茸が入る場合もある）を、だし汁に醤油味で煮込んだもので

す。全国的にある、小麦粉や葛粉等でとろみをつける「のっぺい（濃餅）汁」とは異なり、

小麦粉等を使わず、里芋によってとろみをつけます。 

 寒い中、温かい「のっぺい」は、芯から体を温めてくれる大和の冬の食べ物です。 
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撮影：峯明日香  

提供：奈良市観光協会 

 
 

 

 

（２）東大寺修二会（お水取り）と「茶粥」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お水取りは東大寺二月堂で３月１日から１５日（本来は旧２月）まで行われる修二会の中

のひとつの行事です。奈良を代表する伝統行事ですが、修二会全体については意外と知られ

ていません。 

修二会は、東大寺固有の行事ではなく、奈良県下の寺院では薬師寺や法隆寺、長谷寺など

においても行われています。 

東大寺の修二会は、７５２年に実忠和尚によって始められて以後、現在に至るまで一度も

途切れることなくつづいています。 

練行衆と呼ばれる１１人の僧侶が、本行に入る半月程前から精進潔斎して合宿生活を行い

ます。３月１日に本行に入り、一日六回の法要や「食作法」などの様々な儀式が執り行われ、

修二会のシンボルともいえる「お松明」も行われます。練行衆の食事の献立には「ゴボ」と

呼ばれるものがありますが、これは茶粥の重湯のことで、修二会の伝統食です。 

 昔は奈良の一般家庭でも食べられていましたが、現在では常食は少なくなっています。 
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